
2024年度 多変数関数論冬セミナー

日時: 2024年 12月 13日（金）午後 – 15日（日）午前
場所: 大阪大学 南部陽一郎ホール (豊中キャンパス)

プログラム
12/13 (金)

13:00-14:00 丸亀 泰二 (電気通信大学)

Chains on twistor CR manifolds and conformal geodesics in dimension three

14:30-15:30 松田 凌 (京都大学)

退化擬等角写像のタイヒミュラー空間論に向けて

16:00-17:00 渡邊 祐太 (中央大学)

Bigness of adjoint linear subsystem and approximation theorems with ideal sheaves on

weakly pseudoconvex manifolds

12/14 (土)

10:00-11:00 山ノ井 克俊 (大阪大学)

準アーベル多様体から作られる special多様体について

11:30-12:30 鈴木 良明 (新潟大学)

The spectrum of the Folland-Stein operator on some Heisenberg Bieberbach manifolds

14:30-15:30 上野 康平 (大同大学)

Newton polygons and Böttcher coordinates for skew products: superattracting case and

polynomial case

16:00-17:00 青井 顕宏 (和歌山工業高等専門学校)

Microscopic stability thresholds and constant scalar curvature Kähler metrics

12/15 (日)

10:00-11:00 奥間 智弘 (山形大学)

正規複素曲面特異点の正規還元種数について

11:30-12:30 杉山 俊 (北九州工業高等専門学校)

Holomorphic line bundles and divisors on Riemann domains over Cohen-Macaulay Stein

spaces
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補助
この集会は以下の科学研究費補助金の補助により開催されます.

• 基盤研究 (A)「複素多様体の解析幾何」(代表：平地 健吾（東京大学） 課題番号
20H00116)

• 若手研究「オービフォルド構造に注目した非負曲率の研究および代数多様体の分類
理論への応用」(代表：岩井 雅崇（大阪大学） 課題番号 22K13907)

懇親会のお知らせ
2024年度多変数関数論冬セミナーの懇親会は以下の通りに開催いたします.

日時 12月 14日（土）18時から
場所 らふぉれ（大阪大学豊中キャンパス内）
会費 学生・ポスドク 2,000円、その他 5,000円の予定

会場へのアクセス
大阪大学 南部陽一郎ホール (豊中キャンパス)へのアクセス方法は 2つあります.

• 柴原阪大前駅 (大阪モノレール)から徒歩 8分
• 石橋阪大前駅 (阪急電鉄)から徒歩 30分

集会のホームページ ( https://masataka123.github.io/2024scvwinter/ )にて詳
しいアクセス方法を掲載しております. 下のQRコードからでも集会のホームページを見
ることができます.

世話人
• 岩井 雅崇 (大阪大学)

• 松本 佳彦 (大阪大学)
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アブストラクト
12/13 (金曜日)

丸亀 泰二 (電気通信大学)

Chains on twistor CR manifolds and conformal geodesics in dimension three

任意の 3次元共形多様体 (Σ3, [g])に対し，ツイスター CR多様体と呼ばれる 5次元
Lorentz CR多様体M が定義される．M は，Σ上の計量 gを固定すると，(Σ, g)の単位接
球面束と同一視できる．この講演では，Mに対するFefferman計量 (CR多様体の S1束上
に自然に定まる共形計量)を，(Σ, g)のフレーム束上に具体的に構成し，M 上の自然な曲
線族である (null) chainの射影が，Σ上の共形測地線となることを説明する．応用として，
捩率関数の積分を用いた共形測地線の変分的特徴づけを与える．

松田 凌 (京都大学)

退化擬等角写像のタイヒミュラー空間論に向けて

タイヒミュラー空間とは, 擬等角写像のタイヒミュラー同値類である. また, 擬等角写
像は可測型 Riemannの写像定理から,∥µ∥L∞ < 1 を満たすものから本質的には決定され
る. したがって, その境界を調べるには, ∥µ∥L∞ = 1 を満たす, 退化擬等角写像が対応して
そうである. 今回は, 実際に無限型Riemann面のTeichmüller空間のBers境界に現れる退
化擬等角写像の例を紹介する. また, そのような退化擬等角写像たちの擬等角安定性や退
化擬等角写像のある種の近傍ではBers射影が連続に定義できることを述べたい.

渡邊 祐太 (中央大学)

Bigness of adjoint linear subsystem and approximation theorems with ideal sheaves on

weakly pseudoconvex manifolds

Let X be a weakly pseudoconvex manifold and L −→ X be a holomorphic line bundle

with a singular positive Hermitian metric h. In this talk, we provide a points separa-

tion theorem and an embedding for the adjoint linear subsystem including the multiplier

ideal sheaf I (hm). To handle analytical methods, we first establish an approximation of

singular Hermitian metrics on relatively compact subsets from Demailly’s approximation

that preserves ideal sheaves and is compatible with blow-ups. Furthermore, we establish

the approximation theorem for holomorphic sections of the adjoint bundle including the

multiplier ideal sheaf, i.e. KX ⊗ L ⊗ I (h), as a key result in the process of globalizing.

Using these results, we can achieve points separation on each Xc \ Zc, where Zc is an

analytic subset obtained as a singular locus of the approximation, and then globalize this

to provide embeddings.
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12/14 (土曜日)

山ノ井 克俊 (大阪大学)

準アーベル多様体から作られる special多様体について

special多様体には稠密な entire curveが存在すると予想されています。この講演では、
準アーベル多様体から作られる準射影多様体について、この問題を考えます。

鈴木 良明 (新潟大学)

The spectrum of the Folland-Stein operator on some Heisenberg Bieberbach manifolds

Heisenberg Bieberbach多様体とは、Heisenberg群とユニタリ群との半直積における離
散かつ捩れの無い部分群によってHeisenberg群を割って得られるコンパクト商のことであ
る。この商多様体は、Heisenberg群を自身の離散部分群で割ったコンパクト商 (Heisenberg

冪零多様体)をさらに有限群で割った空間になっている。この講演では 3次元Heisenberg

Bieberbach多様体上のFolland-Stein作用素と呼ばれるCR幾何由来の微分作用素の固有値
と固有空間について考察する。Heisenberg Bieberbach多様体の被覆空間であるHeisenberg

冪零多様体に対しては、2004年に Follandによって Folland-Stein作用素の固有値と固有
関数が明示的に求められている。Follandの手法を応用し、3次元Heisenberg Bieberbach

多様体のいくつかの例に対しても Folland-Stein作用素の固有値と固有空間の次元を求め
ることができることを紹介する。

上野 康平 (大同大学)

Newton polygons and Böttcher coordinates for skew products: superattracting case and

polynomial case

Let f(z, w) = (p(z), q(z, w)) be a superattracting or polynomial skew product. Under

one or two conditions, we construct a Böttcher coordinate on an invariant region that

conjugates f to a monomial map. For the superattracting case, the monomial map and

the region are determined by the order of p and the Newton polygon of q. The closure

of the region contains the superattracting fixed point and is included in the attracting

basin. For the polynomial case, the monomial map and the region are determined by the

degree of p and a Newton polygon of q. The region is included in the attracting basin of a

superattracting fixed or indeterminacy point at infinity, or in the closure of the attracting

basins of two points at infinity.
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青井 顕宏 (和歌山工業高等専門学校)

Microscopic stability thresholds and constant scalar curvature Kähler metrics

Fano多様体上の Kähler-Einstein計量の存在は, 多くの数学者の貢献の下, 一様 K安
定性と呼ばれる代数幾何学的安定性によって特徴づけられることが知られている. 一方
Bermanによって, Kähler-Einstein計量に対する統計力学的視点に基づく新しいアプロー
チが開拓され, 一様Gibbs安定性が導入された. これに対して, 藤田-尾高は一様Gibbs安
定な Fano多様体は一様K安定であり, Kähler-Einstein計量を持つことを 2018年に証明
した. さらに 2024年にBermanによって一様K安定性を経由しない, 直接的かつ解析的な
証明が与えられた. 本講演では Bermanが示した上記結果の一般化を目指し, Bermanに
よって導入された不変量が適切な意味で十分大きければ, 定スカラー曲率Kähler計量が
存在することを述べ, これがKewei ZhangによるDelta不変量に対する結果の類似となっ
ていることを説明する.

12/15 (日曜日)

奥間 智弘 (山形大学)

正規複素曲面特異点の正規還元種数について

正規複素曲面特異点の正規還元種数 (normal reduction number) は特異点の局所環の
不変量であるが, 特異点解消空間におけるサイクル (例外集合に台をもつ因子) のイデア
ル層のコホモロジーを用いて表示できる．この不変量は有理特異点を特徴づけ，底点を持
たないサイクルの section ring の生成系の次数を評価するなど，特異点の研究において重
要な役割を果たすと考えられる．しかしながら，正規還元種数の計算方法などは現時点で
はあまり知られていない．本セミナーではこの不変量に関する基本的な結果を紹介し，位
相不変量を用いた上限について述べる．その内容は吉田健一氏 (日大文理) と渡辺敬一氏
(日大文理, 明大・知財戦略機構) との共同研究によるものである．

杉山 俊 (北九州工業高等専門学校)

Holomorphic line bundles and divisors on Riemann domains over Cohen-Macaulay Stein

spaces

Let (D, π) be a Riemann domain over a Cohen-Macaulay Stein space of pure dimension

n. Assume that Hk(D,OD) = 0 for 2 ≤ k ≤ n− 1 and any holomorphic line bundle over

(D, π) is associated to some Cartier divisor. Then, we prove that D is locally Stein for

every regular boundary point.
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